
宮城県パラ陸上競技協会の取組み

当協会は、宮城県内のパラ陸上クラブ、
支援学校有志により設立した団体です。
立ち上げには、宮城陸上競技協会のご
協力、ご指導により実現できました。
2023年より、宮城陸上競技協会加盟

団体となり、県内パラ陸上に関わる団体の
連携、「陸上競技を通しての共生社会実現
を目指し」活動。



2015年 ・宮城県陸上選手権出場に向け、県内のパラ陸上クラブ4団体、支援学校1校

で宮城県パラ陸上競技連絡会設立活動開始。

2016年 ・宮城県陸上競技選手権（国体予選会）にパラ選手招待 男女知的選手各8名出場

2017年～・1000キロメートル縦断リレー参加 （2018年・2019年）

※東京都スポーツ文化事業団・東京都障害者スポーツ協会協力依頼により

2018年～・全国都道府県駅伝宮城県選手選考会にパラ種目追加

※都道府県対抗パラ駅伝選考会として開催

2019年 ・宮城県陸上競技選手権（国体予選会）にレーサー種目追加、立位障害対象に変更

2021年 ・パラ陸上記録会開催（14名参加）

2022年 ・第2回・第3回宮城県ユニバーサル陸上記録会開催 （大会名称変更）

2023年 ・宮城県パラ陸上競技協会設立

※パラ陸上クラブ6団体、一般クラブ1団体、支援学校有志4校

・宮城陸上競技協会加盟（協力団体）理事・評議員選出

・第4回宮城県ユニバーサル陸上記録会

2024年 ・第5回宮城県ユニバーサル陸上記録会兼宮城野原パラチャレンジ記録会

※日本陸連公認大会・非公認大会同時開催

活動の経過



・陸上競技を通しての共生社会の実現

・障害者が陸上競技を楽しめる環境づくり

・パラ選手の育成と競技力向上

実現したいこと



1.パラ陸上普及活動の取組み
宮城県陸上競技協会の協力により

宮城県陸上選手権招待レース

知的障害選手招待から、立位の部（肢体、聴覚、視覚、知的）、
レーサー の部に変更
※立位の部選考、県内ランキング男女16名出場





第1回招待レース



２．都道府県駅伝選考会の参加

全国都道府県駅伝宮城県選考

会にパラ１５００ｍが種目追加さ

れ、県内の支援学校、クラブ

チーム選手が県を代表する選手

と同じ競技会に出場する機会を

頂いた。翌年からは、男女別で

開催。

これを契機に市民クラブで活動、標準記録を突破し、県選に

出場する選手も現れた。

※一般クラブメンバーとして県駅伝、男鹿駅伝等出場。



3．１０００ｋｍリレー駅伝への参加

東京都障害者スポーツ協会等の協力依頼より



4．公認大会に出場選手の参加

県選手権招待が契機となり、陸連選手登録、一般

公認大会に出場する選手が増加する。

当初、日本陸連競技規則で行う事が可能なパラ

選手限定であったが、後に車いす選手、視覚障害選

手の出場も可能となった。

現在は、中体連・高体、一般競

技会にも出場している。複数の

車いす選手も登録、公認競技

会に出場させて頂いている。

（レーサーについてはパラの部設定）



2021年より、宮城陸上競技協会の協力によりパラ

選手記録会開催。翌年2022年より、中・高陸上部指

導者の協力申し出により共生社会を目指したユニバー

サル記録会として開催。

  2024年5回大会より陸連公認大会と非公認大会

を同時開催、県内、小・中・高・大学・一般、パラ選手（

85名）480名に出場頂いた。（競技役員、公認審判

員83名、ボランティア10名、障害者スポーツ指導員

7名）。第3回大会より、他県パラ選手にも出場頂く。

5．宮城県ユニバール記録会開催



宮城県ユニバール記録会開催

車イスリレーに出場する常盤木学園陸上部



6.練習の機会を増やす取り組み

中・高陸上部、一般市民クラブでの練習協力



7.練習環境整備 パラ選手が安全、安心

                                          して楽しめる環境を共

に考える。

車イス、投てき台固定器具設置
聴覚障害者光スタートシステムの導入

仙台市陸上競技場常設設備



活動を通して

誰しもが陸上競技を楽し
み、スポーツを通して共生
社会を目指し、これからも
進んで行きます。
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